
札
幌
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
北
海
道
立
近
代
美
術

館
は
、北
海
道
を
代
表
す
る
美
術
館
で
す
。展
覧
会
「
揺
さ

ぶ
る
絵

変
貌
す
る
日
本
画
の
イ
メ
ー
ジ
」が
開
催
中
で

し
た
。同
館
と
豊
橋
市
美
術
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中

心
に
、岩
橋
英
遠
や
片
岡
球
子
ら
の
戦
後
の
作
品
が
並
び
ま

す
。見
上
げ
る
よ
う
な
大
き
な
絵
に
、ま
さ
に
心
が
揺
さ
ぶ

ら
れ
ま
し
た
。「
足
立
美
術
館
所
蔵

近
代
の
日
本
画
と
北

大
路
魯
山
人
展
―
和
の
美
、再
発
見
」も
同
時
開
催
で
し
た
。

三
岸
好
太
郎
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
日
本
近
代

洋
画
史
を
彗
星
の
ご
と
く
駆
け
抜
け
た
札
幌
出
身
の
画
家

で
す
。
こ
の
美
術
館
は
１
９
６
７
年
に
開
館
し
た
北
海
道

立
美
術
館
を
前
身
と
し
、
１
９
７
７
年
に
現
名
称
と
な
り

１
９
８
３
年
に
道
立
近
代
美
術
館
の
隣
接
地
で
再
オ
ー
プ
ン

し
た
も
の
で
す
。

三
岸
好
太
郎
は
、短
い
生
涯
の
中
で
多
様
な
画
風
を
模
索

し
、次
々
と
変
貌
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。素
朴
な
情
感
の
漂
う

人
物
画
、道
化
や
前
衛
的
な
手
法
を
用
い
た
作
品
も
制
作
し

ま
し
た
。代
表
作
で
も
あ
る
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」の
裏
面
に

「
悪
魔
」が
描
か
れ
て
い
て
、両
面
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

札
幌
郊
外
に
あ
る
モ
エ
レ
沼
公
園
は
、基
本
設
計
を
世
界
的

に
著
名
な
彫
刻
家
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
最
晩
年
に
手
が
け
、「
全

体
を
ひ
と
つ
の
彫
刻
作
品
と
す
る
」の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に

造
ら
れ
ま
し
た
。広
大
な
敷
地
に
は
幾
何
学
形
態
を
多
用
し
た

山
や
噴
水
、遊
具
な
ど
の
施
設
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
お
り
、自

然
と
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
美
し
い
景
観
を
放
っ
て
い
ま
す
。晴

天
に
も
恵
ま
れ
、参
加
者
は
、童
心
に
戻
っ
て
、山
に
登
っ
た
り

滑
り
台
を
滑
っ
た
り
、ノ
グ
チ
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

久しぶりの宿泊美術研修で４カ所を巡り、
少々欲張りすぎた感がありました。しかし、
素晴らしいアートや風景を見て、また訪れた
いと思わずにいられませんでした。

北
海
道
立
三
岸
好
太
郎
美
術
館

北
海
道
立
三
岸
好
太
郎
美
術
館

北
海
道
立
近
代
美
術
館

北
海
道
立
近
代
美
術
館

モ
エ
レ
沼
公
園

モ
エ
レ
沼
公
園

1藤田嗣治「カフェにて」1949～1963　2ピエール・
オーギュスト・ルノワール「女性像」　3佐藤玄 「々大
慈大悲救世観世音菩薩」　4西洋美術館　5ステン
ドグラス美術館「最後の晩餐」　6旧三井銀行小樽支
店　7小樽運河の夜景　8道立近代美術館　「揺
さぶる絵」展①　9道立近代美術館　「揺さぶる絵」
展②　10三岸好太郎「オーケストラ」1933年　11三
岸好太郎「悪魔」1932年（「オーケストラ」の裏面に描
かれている）　12三岸好太郎「のんびり貝」1934年　
13三岸好太郎「猫」1931年　14「ガラスのピラミッ
ド“HIDAMARI”」　15「ミュージックシェル」　16「モ
エレ山」　17「プレイマウンテン」
上記1～5の所蔵元及び6　小樽芸術村（公益財
団法人似鳥文化財団）　8～9写真提供　北海道立
近代美術館　10～13の所蔵元　三岸好太郎美術館
14～17モエレ沼公園
Ⓒ画像の転載ならびにコピー禁止
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本
研
修
で
念
願
で
あ
っ
た
北
海
道
を
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。

残
暑
の
厳
し
か
っ
た
東
京
を
離
れ
、名
画
、彫
刻
な
ど
北
の
大
地
の
ア
ー
ト
を
体
感
し
て
き
ま
し
た
。

北
の
大
地
の
ア
ー
ト
を
た
ず
ね
て

2023年10月10日（火）～11日（水）
講師：美術研究家　沼辺 信一

美術研修

小
樽
芸
術
村
は
、家
具
と
イ
ン
テ
リ
ア
の
販
売
で
知
ら
れ

る
「
ニ
ト
リ
」が
２
０
１
６
年
に
開
設
し
た
複
合
的
な
展
示

施
設
で
、現
在
は
公
益
財
団
法
人
似
鳥
文
化
財
団
が
運
営

し
て
い
ま
す
。小
樽
が
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
二
十
世
紀
初
頭

に
建
造
さ
れ
た
旧
荒
田
商
会
、旧
高
橋
倉
庫
、旧
三
井
銀
行

小
樽
支
店
、旧
北
海
道
拓
殖
銀
行
小
樽
支
店
、旧
浪
華
倉
庫

の
５
棟
を
拠
点
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
に
そ
の
時
代
を
華
や

か
に
彩
っ
て
き
た
日
本
や
世
界
の
優
れ
た
美
術
品
・
工
芸
品

を
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。

似
鳥
美
術
館
（
旧
北
海
道
拓
殖
銀
行
小
樽
支
店
）で
は
、

ル
イ
ス
・
Ｃ
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、近
代
日

本
の
絵
画
・
彫
刻
の
ほ
か
、ル
ノ
ワ
ー
ル
の
油
絵
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
見
ご
た
え
あ
る
名
作
で
す
。

西
洋
美
術
館
（
旧
浪
華
倉
庫
）に
は
、ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
、ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
の
家
具
、陶
板
画
、ガ
ラ
ス
工
芸

品
、マ
イ
セ
ン
の
磁
器
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
（
旧
高
橋
倉
庫
・
旧
荒
田
商
会
）

は
館
内
が
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、思
わ
ず
荘

厳
な
気
持
ち
に
。

旧
三
井
銀
行
小
樽
支
店
は
、重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
て
、美
し
い
石
積
の
建
築
が
印
象
的
で
し
た
。建
物
そ
の
も

の
が
芸
術
品
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
樽
の
街
は
、運
河
周
辺
に
レ
ト
ロ
な
建
物
を
利
用
し
た

カ
フ
ェ
や
土
産
物
店
が
多
く
あ
り
、散
策
も
楽
し
め
ま
し
た
。

小
樽
芸
術
村

小
樽
芸
術
村
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